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月 刊 自 然 科 學 雜 誌

科 學
編 輯

安藤贋太郎 岡田武松 柴田桂太 大河内正敏 小泉 丹

柴田雄次 橋田邦彦 坪井誠太郎 圭任石原純

自然科學の進展目ざましく,學 界の活躍釜々盛んならんとする時,苟 も

之に心を寄する人kｫ自 然科學全般の不断の情勢を知るべき何等かの機閾

を必要とするであらう. 丶
本1きは英のNature,米 のScience,佛 のRe職eGEnerale,獨 のNatur-

wisienschaGen"$と 使 命 を同L'う す る もので あつて發刊以來8年 の歳 月をire

し,茲 に全 く我國唯 一の一穀 自然称 騰 誌 としての内容 ・體 裁 ・櫃威 を具

ふ るに到 つ7Z.擧 徒諸 士は本誌に よつて初 めて各 自に必要な る靦野 を得 ら

れ るであら う.

9月 號 内 容 梗 概

卷 頭

現 變 下 に於 け る科學 振興

寄 讐

海 瞻 のBea揃 礁rCnCtlnn(加 藍 光n:m,)軍 報 天秤 の使 用法 に就 て(新 海 旗行),武 蔵

野 台地 地 下7kの';31ddに ょ る 異営 上 昇.(吉 村'儒吉),黒 潮(Kurasia)と 親 潮(`,ya5i【 ・)

の名 蔚 に就 て{宇 田泣 隆),智 齒 萌01頻 度 の上 下 顎 左 看 剛分 布 に 闘 す る 敷 學 的 法 期
'
(尾 牌安 之 助),「1本!Fの 子 耗5,h,k,tに つ い て(廉 常 清 佐 。千年内 玉子),高 型迚 績

性 の構 成 、第1.～2報 樋 藤 筌 男),電 氣 囘 路 の"イ ン ピー ダ ンス"測 定 の一 方 法 及

び その利 用 に就 て 〔尾 誌 則 男),灑 合 ア ル カ リ瀞 液 中 に於 け る纖 維 素 の畢 跡NaQll

十i:(Ili瀞 液1トに於 け る機 稚 素 の膨 潤 とアル カ リ取 得 熕(斎 藤 義 一),混 合 ア ル カ リ

淋 液 圏1πに於 け る纖 維 素 の篳 動.LiOH十NaOII溶 液 中 に於 け る纖 維 素 の膨 潤 とア ル

カ リ戒 得蹴(齋 藤 義 一),U粒 子 の壽 命 に就 て(湯 川 秀儺 ・坂m昌 一 。谷 川安 孝 工,

唇 蒙 とは 生易 しい 仕 事で は無 い(詰 「川 晴 男)・

論 述

道sf鎚 松;〕 紅言詐古fミ金屬3ヒ:イヒ史 のrep的 研 究(苴11)

石 川 俊 ジひ5月29rl地 震 後 の屈 斜 路 塊方 見 陥

學 界 展 望

玉 木 英 彦;字 宙 線 の理 論 σ11》C.麹 測 銃 果 との比 較

山 口1M三 郎;生 儼.化 の諸 問題(n)

A,vrSzenP(iybtbciの 研 究 糶 そ の他

科 吊 雜:瓢

準 賀 義 奨=囘 顕 膸 想.Fl本 化 畢 食 餽立六 十 周年 記 念 に際 して

後 閑文 之 助;.1=世 よn近 世 に 至 る「1本菠 物 挙 に 及 ぼ した支 那 藏 物學 の影 響(H)

研 究室 嶽 観

粟 京 帝 園 大 學理 學 部 動 物 學 敦 室 のi史(III)(谷 津 直秀)

新 刊 書一 研 究抄 録 一 科 學 時 事 一 墨會 及 個人 潸 息_

發行所 蛎 離 睚 岩 波 書 店
定 礦50錢(葺 垈a=E2£ 髦)騙 舌九 段(…蛤)iNO187(4〕

倒 紛¥3・00,一 年 分¥J・JO(尉:臼 戯,逾 料1F)鬣 替 【1座 束 京`lt};;iO

-
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日 本 化 學 會

(明治 十一一年 四 月東京化 學 會 トシテ創立)

日 本 化 學 會 独四@
月刊一册金壹圓・一箇年前金拾貳 圓(郵税共)

BULLETINOFTHECHEMICALSOCIETYOFJAPAN.

月刊一册金五拾錢・一箇年前金六圓(郵 税共)

購 讀 希 望 の 向 はits文.龠 誌 の 方 は

束 京 市 祕 田 旺 表 紳 保 町 三 束

同.京 橋 區槇 町 三丁 目三 北

に 申 込 ま れ た し。

京

隆

堂

館

日 本 化 學 會 規 則 摘 要

1π.

第 二 絛 本會は化學の進歩及ひ普及を圏るを以.τ目的とす

第 四 絛 會員は牝學に密接な乙闘係を有する個人叉は團體たるへし 似 下略)

細則第二磔 曾員は下の資熔の一を備ふへ し

一 牝學若 くば化學に密撲の關係ある學科を修め又は有徐.なる研究論丈を公にしiこること

一 化學上顯著の成績を擧 け若 くは化學工場に在 うで責任ある位置に立ちたること

一 化學 に密接なる闘係を有する法人叉はこれに相當する.團骸 たるこ≧

第 六 條 入曾を望む者は會員二名の績介を以て學歴等を記入 したる申込書を曾長に差出すへ し、其の

可否は常議曾に於て之を.決す

第 十 五 條 常曾は會務報告及學術講演導の爲め四八兩月を除 き毎月之を開く(以 下略)

第 十 七.條 年會は(中 略)毎 年凶月之を開 く(以 下略}

第二十二條 本曾は毎月一囘日本化學曾誌 を鼓行す、日本化學會Fa之 を邦文及歐文の二種に分っ

細則第二十六絛 會誌には報文、綜説、抄鏤、纖 ～記事等の禰 を設 く.似し獣丈會誌は報丈を圭 と.す

第二十三燦 曾誌は曾員に配布 し且學術再及の目的を以て之 を發賚す

第二十四傑 會豊は一箇年金拾圓 とす

第二十六絛 曾費はx可 の月より納むへし

細則第三十三燦 會費は毎年四月及ひ十月の二期に.s:て牛年分宛(四 月よ5九 月まτの分を四月に.、十

月よら翌年三月まτの分 を十)1r)徴 集す(以 下略)

細則第三十四絛 入會者の會費は其際月割を以て該期分を徴集す
レ

^_._、 ヘー

.看

ー
..
鑒

.

入會希望者 に して紹介者 な きときは學業履歴及び現職.を特に詳

記 して事務 所へ申込 まるべ し
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1

明治 大正一昭和の聖代に亘る化學的文献の調査

に必要なる鍵は茲に全 く完成す

繧契 日本 化 學 研 究 會 編 纂

P

新

刊

第 一 集.第 七 卷 〔大正1伺5年 の文献を收銭す〕

r幹 理 學醇士 眞 島 利 行

體 裁 四六倍版 ・Sボィント寤植 ・存皮天金 内 容 本夊586頁 ・索引203頁

定 價 金拾戴 魁五拾 錢 遑 料 金 四拾五 錢(内 地)

新

U干

日 本 化 學 總 覽 は大正七年その編纂に若手せる1こよ駒 蝋 ・,啓明會旧

本學術振興會共他 各方面 の援助 を仰 ぎ今般漸 く第七卷の刊行 を了し茲 に明治一大

正の化學的交献の抄録 を完成せ り。本#fに 於ける一般化學の研究は勿論,化 學工

業 ・職學 ・農學 ・藥學等に亙 る廣汎 なる研究の眞蟄 なる ーbw,特許等はその要粹

を抄3.'kして集載 せ り。故 に我國の化學 及び關係學術の大勢は一目瞭然 たる ものあ

n。 化學的女献の探索竝 に研究の進捗は本=1kriによ り惷 々能率的 とな るべ く,化 學

に欄 係ある官衙,學 校,會mi::試 驗所は勿論,研 究者,技 術 家諸賢は備へて以て

rl國の進歩を知 ると共 に,本 郵特 有の物資 の研究利用 に資せ られ遺漏なか らんetc

を鋤奬す。

.白
..幽..を.;二 」」.二`
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量 子物 理 學
編 輯 掛難塾澤糶騷 仁 科 芳 雄

AQIibrdは 未曾 有 の重 大時 局 に.u面 し、あ らゆagirbiに 國 力

の 撲 充 を要 求せ られ つLあ るo茲 にi3-f'!d3理 學 の各 部 門 に 亘 リ

本 詩 座 を刊 行 す る所 以 の もの は 、 白然 界 の認 識 を深 めaea:科 學

の 塾 礎 を培 は んが 覓で あつ て 、鼠 子 竹 理 學 の 充 分 な る明 嚼殪 得

は 、巫 に覇 し き物 理 學 へ の 飛躍 を準 備 し、科學 産 業 のn分 野 へ

の 應1「1を旺 ん な ら しむ る もの とr,:一rるか らで あ る。 本i跨座 に 依

り聊 か な り とdal.1的 を建 戌 し,我 國 文 化 に貢 獻 す る所 あ らば 、

欣 快 こjLに 過 ぐる もの は な い。

全 八 卷 ★内 容

蛩 子 力 罎(擶

量 子 力 畢(各

原 子 スペ ク トル及 分 子 ス ベ ク トル

量 子 化 學(化 學反雁)

畳子化學(原 子擠と化學反廬の理論)
(分子構違謝量

固
磁
衝
X
陰
同
原
原

宇

畢
鱈
性

化子

突

極
位

子 核 物 理
子 核 物 理

子

重
新
量

規
定

宙

現

實

理

(

(

元
單
學

粒 子
吻 理 昂 と 天 女 墨

ノ

・・儡釀 奪i韆議 攣

・・催灘 籌驪 墾》萋蜑
覇源 文照穴 撫 受・囲 惚 藤 岡 由 夫

{
期戚家】111大淵 咽 學.ヒ 荒 木 源 太 郎

理1匕摩研 究所 ・幻摩士 田 中 善 雄

丿i:｣,｢'ik致妥 ・理 博 佐 々 木 申 二

販京帝大助牧掛 卿 阯 小 谷 正 雄

輙 苗大勅歎歪 ・理 徳 水 島 三 一 郎

理化珊 田究 所 ・F'偲 武 藤 俊 之 助

論 牝迄週柘肉按 ご 画 博 茅 誠 司

象 北海遺帝士敦長 碑 博 堀 健 夫

線 大阪 帝汰 歐擬 岬 博 仁 田 勇

線 大醸権 大敦{廴 毋 蘚 菊 池 正 士

素 北海道帝大印z・ 瑚 博 堀 健 夫

駿)m研 所 負 ・瑰 博 杉 浦 嚢 勝

論)韭 葡 蝉 郎 媛 ・厠學土 梅 田 燈

璢 研 所1・ユ・刀巨 博 仁 科 芳 雄

・騰灘 韈
水k$*,rl、 戦授 ・那 娘 千 谷 利 三

論 知k肋;嘱 ・Nd想 湯 川 秀 樹

駟 ヒ鰍 跏 、…津 揮學士 一 柳 毒 一

全8卷 ・:rig+1,T.布襲1.捷 函 入 毎 卷總 貞葡o頁 以1.

倉 費 ・(-i》1攪oD=:戔 這 料(各)H踐

申 込 ・一 ケn以1・ の會 費 を添 え本 吐 又 は渉 店へ 申込下 きい。

醍 本 ・鞘:月i#に 一 巻宛 配Mi_ケ 月 ξ完 靴 儉 定

發兌 瓢灘野濡羅 籬 驢 鬮 飃
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1◇螢煌燦 とLて輝 く本講座の意義 と其使命◇
』 麟 撫 桝 。多 く磯 象 か 該 鰤 聴 瞰 て 徹 拭 施 こtix .植 物 蝋 現 勦 臟 の一$L。 。櫞 .
の作 冊 にhr;く こ とに依.ζ も珂 る。 斯 り如 き酵 素 の 作1Aは 螽 種 の 化學 工 業,例 へlf酒 精.麥 酒,1削 酊 布1萄汎 曹 1
油等 を總 折 ナ る顧 遣 工 暴 よ り更 に進 で 譲各 龝 の有 樹 臨 ア七 トン,福 級 ア.・ コ ー;レ,EMCグ リセ リンMの 化學 工 .
棄 に 苅:て曄用 され て 屠 るo然 るに.㌧.人凌今 口輔 睾素 乃率 盛並 に作 用 理 論 に 駟 して蜘 ろ所 が極 め て齢 いの てあ るa

更 に 絶近 に於 、ナる多 くの重 要 な る化學 反 應 が,觸 媒 の作 用1こ依 て.匸業 化 しi`iる條 俳 に鴻 合 ナ 己に到 つr.;;1&ア
ンモ 呂 ア,合 戌 メ タノ ー 彫.合 成 ガ ソ リン.石 炭 液 化、 硬 化 油・ 合 成 隠 匿 つ如 き其例 で あ る。r石」して 又殆 ど凡 て!
の化 學Ty;lcli:て.3.Zの コニ薬 の 一 認 に瞬 媒 の作 用 を利 用ナ る と云 ∴ も謹 駈`では ない 。 石汕il慕 ゴ 亠.匚恭 香
1料 工 纂

,染 料 工 裳.伶 料 工業.脂 肪 酸 工 際….合 成 樹 脂工 業,硫 戯 工 薬,其 値 の 無 機桑 晶■ 業及 び イ∫機 檠 品1二44

皆 然 りで あ る。

斯 の 如 き化 苧 工 葉 ゐ轟 々た る發 遑.に も」:1】らず,」 七り共 礎 をなす 所 の觸 媒 ゆ理 淪 に 關 し.rは,睡 めてkhた る迪i
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纐 鰻戀i麟線
京都 帚 國大 學 日本化學纖維研究所 樫 田 一 郎 氏

編輯
大阪帚大理學部 纖 維 科 學 研 究 所 呉 祐 吉 氏

繊 維開係 の外國重要文獻を出來 る女け忠實叮嚀 に譯邇解説 して一般繊維研

究好學家に御頒ち しtこい ご思ひ ます

文獻は新 僖を問はす纖維の研究に對 し重:要なる ものを撰定 して屐史的な も

の も又嶄新 な もの も之 を網羅 して行 く考 へ であhま すQ
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であhま す。(登 行 圭意 及 内容 見本賂 呈1

毎 月一 回二十 日發行 菊 版約60頁 定價 一珊60錢(淦 料2錢)

但 し一一 年 分 前 金6圓 也(逡 料共)筒 一 年 前 金 拂 込 御 注 文 の 方

へ は 綴 込 表 紙 を 逶 呈 す
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